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2017年に慢性便秘ガイドラインが新たに作成され、単に排便が少ない状態だけでなく、いきみや残便感、肛門の
閉塞感も便秘の状態の1つと定義され、より患者の満足感を重視した便秘治療が必要とされてきた。これらの要件
を満たすためには、体力・体質・症候等の情報を病態とする「証」に基づいた漢方治療の重要性が高まるものと
考えられる。弊社では、漢方的指標の１つである舌の状態をアセスメントすることで、患者の寒熱等の体調変化に
気が付くことのできる、あっかんべぇ運動® を推進している。本研究では、便秘治療中の患者への服薬指導時に、
この運動を行うことが、便秘治療に対して有用であるかどうかを検討する。

調査期間
2018年12月6日～2019年2月13日

調査場所
あおば薬局（横浜市港南区）

対象者
便秘治療中の患者

服薬指導時に専用シートを用いて
便の形状や満足感、ライフスタイル、
舌の状態を調査した。

舌の状態の調査結果から、
漢方的概念（寒熱）の分類し、
薬歴も用いて解析を行った。

［調査方法］

しかし問題点として、患者の舌の状態を見て、専用シートの写真と比較したときの
正常と寒証の明確な判別は、習熟度に応じて大きく異なった。今回はプレ調査として
行ったが、本調査を行う迄には、専用シートの写真をより鮮明にするだけでなく、
あっかんべぇ運動®の継続と共に、習熟度の向上を図る必要がある。

あっかんべぇ運動®により、寒証と判別された患者では便通が改善されたとしても、排便時のいきみが強く満足
していない傾向があった。便秘治療中の患者の満足感調査と共にあっかんべぇ運動®を併用することによって、
患者の寒熱等の状態を見極めることができるため、患者個々のよりよい便秘治療に対して有用であると
考えられる。
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既に申告しましたように、本演題発表に関連して、

開示すべきCOI関連にある企業等はありません。

漢方的概念（寒熱）の分類
舌がピンク→正常
暑がり・舌が赤っぽい→熱証
寒がり・舌の白っぽい→寒証

Ｑ、今、飲んでいるお薬に満足されていますか？

Ｑ、出ますか？出ませんか？詳しくお聞かせください。

Ａ、満足していない

便の形状や満足感、ライフスタイルの調査 舌の状態の調査

Ａ、満足している

お腹が痛くなることもなく、
正常に便が出るのですね？
よかったです。

あっかんべぇ運動®による証の分類 （ 正常： 17名 、 熱証： 8名 、 寒証： 7名）
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【証と便スケール（複数回答）】

熱証 ： 便が硬い（５０％）
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【証と不満足な理由】
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【証とライフスタイル】

寒証 ： 排便時のいきみ（５７％） 熱証 ： 過食（５０％）
寒証 ： よく水を飲む（７１％）、少食（５７％）

硬い便 軟便

【結 果】

出る

22名

出ない

5名

未回答

5名

【便通不満足な方の便通状態】

排便時のいきみ、便秘が改善しないが
多くみられた。
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【不満足な理由】

n = 22

便通不満足と回答をした32名のうち
22名は便通がある。

便通があっても
不満足な方は多い！

回答が得られた患者は60歳以上で
80代が最も多い。

【考 察】

あっかんべぇ運動®とは・・・
患者に「あっかんべぇ」をしていただくことにより、眼瞼結膜および舌の状態を
観察することによって、貧血の兆候や脱水状態、消化器の疲労など、
全身の状態を知るためのフィジカルアセスメントのこと
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【目 的】

【方 法】

https://www.irasutoya.com/2012/12/blog-post_3428.html
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